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令和年月日 木曜日 第号官 報
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
金
八
億
七
百
八
十
七
万

六
千
二
百
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
四
日

掲
載
頁

六
十
三
頁
（
号
外
第
一
九
八
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

京
都
市
西
京
区
大
枝
南
福
西
町
三
丁
目
一
八
番
地

の
四

株
式
会
社
嵯
峨
野
不
動
産

代
表
取
締
役

堀
越

恵
子

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
を
効
力
発
生
日
と

す
る
株
式
会
社
嵯
峨
野
不
動
産
と
の
株
式
交
換
に
よ
る
資

本
準
備
金
の
増
加
額
の
全
額
を
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
四
日

掲
載
頁

五
十
八
頁
（
号
外
第
一
九
八
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

京
都
市
西
京
区
大
枝
東
長
町
一
番
地
四
二
ヴ
ェ
ル

デ
洛
西
一
〇
一
号

株
式
会
社
Ｓ
＆
Ｌ

代
表
取
締
役

堀
越

秀
郎

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
二
千
九
百
九
十
六
万
五

千
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
二
千
九
百
九
十
六
万
五

千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
一
九
二
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
二
丁
目
四
番
一
一
号
Ｄ
ａ

ｉ
ｗ
ａ
神
宮
前
ビ
ル
三
階

株
式
会
社
ア
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

代
表
取
締
役

小
園

翔
太

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
億
一
千
六
百
五
十
五
万
九

円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
億
八
千
六
百
二
十
五
万
六
千

九
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
四
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
八
十
八
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
品
川
区
西
品
川
三
丁
目
九
番
一
四
号

株
式
会
社
Ｉ
Ｐ

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

代
表
取
締
役

下
山

二
郎

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
六
千
六
百
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
一
億
五
千
三
百
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
須
田
町
二
丁
目
三
番
一
号

シ
ン
ク
ヘ
ル
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
本

司

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
五
千
四
百
二
十
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
三
億
五
千
五
百
一
万
八
百
八
十
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
一
日

掲
載
頁

一
〇
八
頁
（
号
外
第
二
〇
三
号
）

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
六
番
一
号

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

川
端

一
広

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

広
島
県
福
山
市
鞆
町
後
地
字
白
茅
二
六
番
地
の
三
五

太
陽
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
島

和
之

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ロ

ジ
ャ
ー
・
ジ
エ
・
ル
オ
及
び
柴
田
暁
芳
が
退
任
す
る
こ
と

に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
一
丁
目
二
番
一
号
ア
ル
カ
セ

ン
ト
ラ
ル
一
四
階

D
R
P
In
tern
a
tio
n
a
l
L
td
.

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ロ
ジ
ャ
ー
ジ

エ
・
ル
オ

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
本
間
雄

祐
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。令

和
八
年
九
月
二
十
四
日

中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
九
龍
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
・
ロ
ー
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
一
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
コ
マ
ー
ス
・
セ
ン
タ
ー
五
二
階
、
ユ

ニ
ッ
ト
五
二
〇
一

五
二
〇
六

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
二
号
グ
ラ

ン
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ウ
ス
タ
ワ
ー
一
七
階
一
七
〇
五

区
Ｃ
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

Ａ
ｉ
ｒ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ

Ｆ
ｉ

ｎ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ

Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ

ｔ
ｅ
ｄ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

本
間

雄
祐

配
当
公
告

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
丁
目
一
三
番
二
一

号

破
産
者

株
式
会
社
総
合
電
商

右
の
者
に
対
す
る
東
京
地
方
裁
判
所
令
和
三
年
（
フ
）

第
七
六
一
五
号
破
産
事
件
の
第
二
回
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
五
、
九
二
三
、
五
五
三
、
二
五
九
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
三
〇
六
、
〇
六
一
、
〇
三
〇
円

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
三
丁
目
一
〇
番
九
号

Ｋ
Ｅ

Ｃ
銀
座
ビ
ル
七
〇
一
号
室

服
部
総
合
法
律
事
務

所

破
産
管
財
人

弁
護
士

服
部

秀
一

優
先
出
資
に
係
る
資
本
金
等
の
額
の
減
少
公
告

当
金
庫
は
、
令
和
八
年
九
月
十
四
日
開
催
の
臨
時
総
代

会
に
お
い
て
、
協
同
組
織
金
融
機
関
の
優
先
出
資
に
関
す

る
法
律
第
四
十
四
条
第
三
項
お
よ
び
第
四
項
に
も
と
づ

き
、
優
先
出
資
の
消
却
を
行
う
た
め
、
資
本
準
備
金
の
額

を
一
百
万
円
減
少
し
金
三
十
九
億
二
千
八
百
万
円
、
優
先

出
資
金
の
額
を
三
十
四
億
九
千
九
百
万
円
減
少
し
金
五
十

七
億
五
千
一
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
そ
の
旨
を

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
北
区
田
端
新
町
三
丁
目
二
五
番
二
号

瀧
野
川
信
用
金
庫

理
事
長

安
田

健
一

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
一
百
九
十
八
億
三
千
五

百
九
十
九
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内Ｔ

ａ
ｉ
ｌ
ｏ
ｒ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
六
十
五
億
二
千
百
六
十

六
万
九
千
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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令
和
八
年
九
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

Ｔ
ａ
ｉ
ｌ
ｏ
ｒ
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

令
和
八
年
九
月
十
八
日
掲
載
の
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
と
お
り
と
な
っ
た
。

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

法
務
大
臣

山
下

貴
司

農
林
水
産
大
臣

簗

和
生

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

環
境
大
臣

笹
川

博
義

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

梨

康
弘
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